
13．土砂災害のなかでも土石流が怖がられるのはなぜか？ 

世界共通の概念というわけではありませんが、土砂災害といえば、がけ崩れ・地すべり・土石

流の 3 分類が日本では定着して

います（図１）。  

土石流は、大雨などで山や沢か

ら土砂、岩塊、流木が水と混じっ

て流下してくるもので、破壊力が

あるために下流への被害は甚大

になります。地方によって「山津

波」「鉄砲水」「蛇抜け」などとよよ

ばれ、古事記や日本書紀のヤマ

タノオロチ伝説の背景に土石流

災害があるのではないかという説

もあります。平成 26 年（2014）8 月

に起きた広島市の土石流災害は

「蛇抜け」やヤマタノオロチ伝説を

彷彿とさせられ、むかし広島市安

佐南区八木地区は「蛇落地悪

谷」と呼ばれていたと話題にもなりました。 

がけ崩れは急な斜面で土砂が急速に崩れますが、その範囲は土石流よりは小規模な場合が

多く、地すべりは移動土塊規模が比較的大きいですが、ゆっくりと移動するため避難時間に余

裕がある場合が多いのが特徴です。土石流は時速 20～40km で流下し、一瞬のうちに人家や

畑などを壊滅するので、発生してからの避難が困難です。また、これまでは、ある勾配で土石

の流下が止まると思われていましたが、最近では流木が下流の橋脚などに引っかかって周囲

を浸水・氾濫させるような被害が多くなってきました。 

土石流災害は、自然地盤のみならず、令和 3 年（2021）に発生した熱海の例のように不適切

な盛土でも発生します。これを契機に、令和 5 年 5 月 26 日から、盛土等を行う土地の用途や

その目的にかかわらず、危険な盛土等を全国一律の基準で包括的に規制する「宅地造成及

び特定盛土等規制法」（通称「盛土規制法」、令和 4 年 5 月 27 日公布）が施行されました。こ

れにより宅地、農地、森林等の土地の用途にかかわらず、盛土等により人家等に被害を及ぼ

しうる区域を都道府県知事等が規制区域として指定します。規制区域内にある既存の盛土等

で、災害が発生するおそれのあるものについては、勧告・命令等があり、安全対策を実施する

ことが求められます。このことから専門家に相談して渓流の上流に危険な盛土がないかどうか

検討してもらいましょう。 

土砂災害に対し総合的に安全な場所に住み、避難時にも小河川や谷地形を迂回すべきか

専門家と一緒に考えましょう。                                             (K.M.) 

 

図 1 ⼟砂災害の種類と前兆現象（出典︓内閣府政府広報室） 


